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本研究は街路においてセンサー付照明を導入した場合の省エネ効果を評価検討するものである｡セ

ンサー照明を建物内部で用いる事例は最近増加しているが､街路のような屋外空間においても導入に

よって省エネ効果が期待できる｡しかし屋外における設置コストや沿道の漏れ光､住宅地や商業地と

いった周辺環境条件をどう考えるか､また既存の照明環境に関わる基準との整合など様々な導入にお

ける制約条件が存在する｡本研究はこれらの制約条件を整理し､所与の街路条件に適合したセンサー

照明を活用した総合的照明制御プログラムを作成するプロジェクトの一環として実施されるものであ

る.これまでのところセンサ-照明を導入した街路がどのような光環境となるかを検討している｡セ

ンサー配置条件､照明器具配置条件､光源出力､センサー非検知時の調光条件､の各条件を変化させ

た評価案を複数作成し､照明設置基準等との適合､および水平面照度､水平面照度均斉度､半円筒面

照度の動的変化を評価した｡これらの光環境の状況については､エネルギー消費を抑制すると同時に

最低限の光供給見出すため､歩行者からみた心理学的検討が必要になる｡特にセンサーによる点消灯

もしくは調光は動的な照度や輝度の変化をもたらすが､それが歩行者に与える不安感や不快感の増大

が懸念される｡今年度は特にこの間題に焦点を絞り3次元 CG アニメーションによってこの間題を評

価することの是非について検討し､CGアニメ｣ションによる照明環境シミュレーションの方法論整備

を行った｡まず照度分布評価の対象となった街路および照明設備の配置条件を3次元モデル化し､続

いてセンサーによる調光､点消灯について､1000/o完全点灯させるまでの時間を変化させることを可能

にした｡アニメーションは歩行者の移動､その移動を検知するセンサーとそれに伴って変化する複数

の光源の状態を再現している｡

今後は再びセンサー照明の配置やセンサー制御の条件を整理して評価対象のアニメーションを作成

し､この映像を用いた不安感､快適性を評価基準とした心理学的評価実験を行うことが課題である｡
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